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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成29年9月28日(2017.9.28)

【公開番号】特開2016-42698(P2016-42698A)
【公開日】平成28年3月31日(2016.3.31)
【年通号数】公開・登録公報2016-019
【出願番号】特願2015-159910(P2015-159910)
【国際特許分類】
   Ｈ０１Ｑ   1/24     (2006.01)
   Ｈ０４Ｒ  25/00     (2006.01)
   Ｈ０２Ｊ  50/00     (2016.01)
   Ｈ０１Ｑ   1/50     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０１Ｑ    1/24     　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｒ   25/00     　　　Ｚ
   Ｈ０２Ｊ   17/00     　　　Ｃ
   Ｈ０１Ｑ    1/50     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年8月14日(2017.8.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アセンブリを備える補聴器であって、前記アセンブリが、
　－音を受信して前記受信された音を対応する第１の音声信号に変換するためのマイクロ
フォンと、
　－前記第１の音声信号を前記補聴器のユーザの難聴を補償する第２の音声信号へと処理
するための信号プロセッサと、
　－ワイヤレス通信用に構成されたワイヤレス通信ユニットと、
　－第１の給電構造および放射セグメントを備えるアンテナシステムと、
　を備え、
　前記第１の給電構造が、前記ワイヤレス通信ユニットに接続または結合され、前記放射
セグメントが、前記第１の給電構造の少なくとも一部分からガルバニック接続解除されて
おり、
　前記第１の給電構造の前記少なくとも一部分と前記放射セグメントとの間の容量結合が
０．５ｐＦから２０ｐＦの間であるように、前記第１の給電構造の前記少なくとも一部分
が前記放射セグメントからガルバニック接続解除されている、補聴器。
【請求項２】
　前記容量結合が０．５ｐＦから３ｐＦの間であるように、前記第１の給電構造の前記少
なくとも一部分が前記放射セグメントからガルバニック接続解除されている、請求項１に
記載の補聴器。
【請求項３】
　前記第１の給電構造の前記少なくとも一部分と前記放射セグメントとの間の距離が０．
０５ｍｍから０．３ｍｍの間であるように、前記第１の給電構造の前記少なくとも一部分
が前記放射セグメントからガルバニック接続解除されている、請求項１または２に記載の
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補聴器。
【請求項４】
　前記放射セグメントの実効長が、前記アンテナシステムによって放射される電磁場の波
長の１／４から全波長の間である、請求項１から３のいずれか一項に記載の補聴器。
【請求項５】
　前記放射セグメント内へと流れる電流が、第１の端部から、前記アンテナシステムによ
って放射される電磁場の波長の１／４の距離において、最大に到達する、請求項１から４
のいずれか一項に記載の補聴器。
【請求項６】
　前記第１の給電構造の長さが、前記アンテナシステムによって放射される電磁場の波長
の１／４未満である、請求項１から５のいずれか一項に記載の補聴器。
【請求項７】
　前記放射セグメントが、電気的に浮遊したセグメントである、請求項１から６のいずれ
か一項に記載の補聴器。
【請求項８】
　前記第１の給電構造の少なくとも一部分が、第１の平面に設けられ、前記放射セグメン
トの少なくとも一部分が、第２の平面に設けられる、請求項１から７のいずれか一項に記
載の補聴器。
【請求項９】
　前記放射セグメントが、自由端を有する、請求項１から８のいずれか一項に記載の補聴
器。
【請求項１０】
　前記放射セグメントの第１のセクションが、前記アセンブリの第１の側面に沿って設け
られ、前記放射セグメントの第２のセクションが、前記アセンブリの第２の側面に沿って
設けられ、前記放射セグメントの第３のセクションが、前記第１のセクションに接続され
た第１の端部と前記第２のセクションに接続された第２の端部とを有する、請求項１から
９のいずれか一項に記載の補聴器。
【請求項１１】
　前記補聴器が、耳穴型補聴器であり、前記放射セグメントの第１のセクションが、前記
耳穴型補聴器のフェイスプレートに隣接して第１の耳穴内の面に設けられ、前記放射セグ
メントの第２のセクションが、第２の耳穴内の面に設けられ、前記放射セグメントの第３
のセクションが、前記第１のセクションに接続された第１の端部と前記第２のセクション
に接続された第２の端部とを有する、請求項１から１０のいずれか一項に記載の補聴器。
【請求項１２】
　前記第３のセクションが、前記フェイスプレートに垂直±２５°である軸に沿って設け
られる、請求項１１に記載の補聴器。
【請求項１３】
　前記放射セグメントの少なくとも一部分が、補聴器シェルに、または補聴器シェル内に
設けられる、請求項１から１２のいずれか一項に記載の補聴器。
【請求項１４】
　前記アンテナシステムが、第２の給電構造をさらに有し、前記第２の給電構造が、前記
ワイヤレス通信ユニットに接続されており、前記第２の給電構造の少なくとも一部分が、
前記放射セグメントの第２の端部からガルバニック接続解除されている、請求項１から１
３のいずれか一項に記載の補聴器。
【請求項１５】
　前記アンテナシステムが、第２の給電構造をさらに有し、前記第２の給電構造が、接地
面に接続されており、前記第２の給電構造の少なくとも一部分が、前記放射セグメントの
第２の端部からガルバニック接続解除されている、請求項１から１３のいずれか一項に記
載の補聴器。
【請求項１６】
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　前記第１の給電構造が、前記アンテナシステムによって放射される電磁場の波長の１／
３２から１／４の間の寸法を有するエリアにおいて前記放射セグメントに容量結合されて
いる、請求項１から１５のいずれか一項に記載の補聴器。
【請求項１７】
　筺体を備える補聴器であって、前記筺体が、
　－音を受信して前記受信された音を対応する第１の音声信号に変換するためのマイクロ
フォンと、
　－前記第１の音声信号を前記補聴器のユーザの難聴を補償する第２の音声信号へと処理
するための信号プロセッサと、
　－ワイヤレス通信用に構成されたワイヤレス通信ユニットと、
　－第１の給電構造および放射セグメントを備えるアンテナシステムと、
　を備え、
　前記第１の給電構造が、前記ワイヤレス通信ユニットに接続または結合され、前記放射
セグメントが、前記第１の給電構造の少なくとも一部分に隣接し、かつ、前記第１の給電
構造の前記少なくとも一部分からガルバニック接続解除されている、筺体を備える補聴器
。
【請求項１８】
　前記第１の給電構造が、前記アンテナシステムによって放射される電磁場の波長の１／
３２から１／４の間の寸法を有するエリアにおいて前記放射セグメントに容量結合されて
いる、請求項１７に記載の補聴器。


	header
	written-amendment

